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研究成果の概要（和文）：本研究では、東南アジアにおいてPES（生態系サービスへの支払）やREDD+（森林減
少・劣化からの温室効果ガス排出削減）などの諸事業を、自然の商品化に連なる「資本化」の動きとして位置づ
けた。事業に関する議論とその実体化の過程を知識技術・制度政策・実態という3つの視点から分析し、その政
治的メカニズムを検証するとともに、社会や自然へのガバナンスの変化を考察した。その結果、自然を「資本
化」する過程を3段階の「棚卸」作業として概念化することができた。また、一連の過程において、現場から遠
く専門的知識を駆使するアクターが大きな影響力をもつようになり、それによって現場の混乱を招いていること
も明らかになった。

研究成果の概要（英文）：In recent years, there have been discussions about the approach to procure 
funds by the use of financial instruments to mitigate environmental problems. Common examples in 
developing countries include the use of carbon credits (e.g., REDD+) and systems to pay for 
environmental services (e.g., PES). Taking examples from Southeast Asia, this research examined 
processes that lead to the formulation of these funding mechanisms, and regarded them as new 
developments that mainstream the commodification of nature (capitalization/financialization of 
nature). At the same time, this research also examined its socioeconomic impacts and the changes in 
governance of society and the environment.
As a result, we could conceptualize a three-stage process to capitalize the nature. We also found 
that the stakeholders who have technical knowledge, and are distant from the target area, became 
more influential in the process, which sometime caused various social confusions in implementation.

研究分野： 東南アジア地域研究、環境と開発

キーワード： 地域研究　環境政策　国際開発　東南アジア　自然資本　商品化　制度　住民

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまでのPES、REDD+等に関する研究では、主に環境経済・政策の視点に基づき当該制度の直接的影響に絞って
分析されることが多かった。その結果、自然にも社会にもネガティブな影響は生まれていないという報告もあ
る。しかし、これらの制度を現地がたどった歴史的な視点、すなわち近代以降展開された「自然の擬制商品化」
の新局面として位置づける視点から掘り下げる研究は少なかった。本研究ではこのような視点にたつことで、当
該制度を歴史的文脈や他制度・社会とのリンクのなかで捉えており、研究成果も国家や国際社会が環境対策を通
じて人への支配を強めているという、上述の研究とは異なる立場からの批判になっている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
昨今、金融市場や直接支払といった資金調達手法を活用することで環境問題の解決を図るア

プローチが議論され、現実に導入され始めている。その典型的な例が、気候変動枠組条約にみら

れる炭素のクレジット化と環境サービスに対する支払制度である。このような、自然や環境を資

本や金融商品として扱う試みは、特に途上国では開発と環境保全をつなぐ有効な手段として位

置付けられる。一方で、様々な混乱を途上国の現場に生み出す可能性もある。技術的な課題等で

枠組みが有効に機能するかどうかが未知数であるどころか、住民からの土地収奪などの社会問

題を再燃させる懸念すらある。 

上述した資金調達手法は、市場志向の環境対策の１つであり、環境経済・政策の視点から議論

されるのが常である。一方、これを現地社会の視点からみれば、従来の「商品化された自然物」

とは別の価値が人工的に付与され、資金フローを生み出す資産として扱われたり、流動性の高い

金融商品としての取引が想定されたりするという意味で、近代以降展開されてきた「自然の（擬

制）商品化」の新局面として位置づけることもできる。しかし、環境保全の新たな資金調達手法

が持つ意義と問題点を、以上のような視点から実証的に掘り下げる研究は世界的にも非常に少

ない。 

 
２．研究の目的 
上述のような環境保全の資金調達手法を制度化する試みは、どのような政治経済的背景によ

って生じ、自然と社会との関係性を今後どのように変えていくのだろうか。開発と環境の新たな

バランスを提示できるのか、それとも、現地の自然や社会をさらに翻弄させる新たな一因となっ

てしまうのだろうか。本研究では、以上のような問題意識のもとで、環境保全の資金調達手法・

制度の構築過程を、近代の成立とともに本格的に始まった自然の商品化の新たな動き、すなわち

自然の「資本化」および「金融商品化」として位置づける。 

そして、東南アジアにおけるPES（生態系サービスへの支払）やREDD+（森林減少・劣化からの

温室効果ガス排出削減）などの事例から、関連する議論とその実体化の過程を技術・制度政策・

実態という3 つの視点から分析する。これらの結果を総合することで、自然の「資本化」に至る

経緯とそのメカニズムを検証し、社会や自然への（潜在的な）インパクトやガバナンスの変化を

考察する。 

 
３．研究の方法 
自然の「資本化」を「金融商品化」の前提条件とみなしつつ、de Soto(2000)のいう「不生産

的資本」の資本化過程（発見の過程、法政治的過程、実施上・商業上の過程）に対応する以下3 

つの視点、すなわち（1）知識・技術レベル、（2）制度政策レベル、（3）実態レベルの視点か

ら、環境保全の資金調達手法・制度の形成過程が持つ問題点を批判的に検証していく。これらを

相互連携しながら同時並行的にすすめていき、随時これらの知見を（4）総合することで研究目

的にアプローチする。 

(1)知識・技術レベルの研究では、自然に関する科学知や在来知が資金調達手法や制度の構築

をどのように支えているのか、もしくは批判しているのかを検証する。自然の商品化に関する歴

史研究や現在の炭素市場成立の経緯、PES やREDD+などに関する各国における議論の状況などを

整理するとともに、炭素や自然をどのように測定し評価するのかといった技術的な課題や、これ

らの動きに批判的なアクターによる対抗言説と戦略などを明らかにし、手法開発の過程で何が

起こったかを明らかにする。 

(2)制度政策レベルの研究では、気候変動枠組条約や生物多様性条約の締約国会議などにおけ



る科学的・政策的議論の経緯に加えて、PES、REDD+、必要なら排出権取引、オフセットクレジッ

ト、CDM 、国際認証制度などへの取り組みに対する議論と対応をレビューすることで、生成され

た知識や言説が、どのように制度や政策に反映されてきたかを検証する。 

(3) 実態レベルの研究では、東南アジア（主にベトナム、カンボジア、インドネシア）におけ

るPES やREDD+、国際認証制度などのプロジェクトやその対象となった現場を調査することで、

制度や政策がどのように実施されたのか、そして実際に社会や自然管理にどのような影響を与

えたのか（または与える可能性があるのか）を検討する。 

(4)そして最後に、これらの一連の研究を自然の商品化や「資本化」「金融商品化」といった

歴史的な問題枠組みの中に位置づけ、それらを機能させるための技術や制度政策的な基盤をど

のように構築しようとしているのか、そしてどこに制約や限界があるのかを批判的に検討して

いく。これによって、自然が人間によってどのように取り扱われてきたか、今後どのように扱わ

れうるのかに関する理解を深めていく。 

 

４．研究成果 

主な研究成果は以下5点に大別できる。第1点は、文献レビューと現地調査から、自然を「資本

化」する際に必要な基盤整備の過程を、(1）自然（ここでは主に森林）のある側面を「資本」と

して見出す作業、(2）自然をGIS等によって地図化・デジタル化し、その属性を規格化・リスト

化する作業、(3）対象となる自然やサービスに対して生態的・経済的に価値を評価する作業、と

いう3段階の作業として概念化したことである。これによって、これまでの天然資源管理政策と

対象制度との根本的な違いを明らかにすると同時に、資金の流れや市場を形成する過程と佐藤

(2016)のいう「資源を財に転換する過程」を統合する枠組みを構築することができた。 

第2点は、上記のような過程をもつ関連制度を国家の政策として落とし込む際に、各国がそれ

ぞれ自国の国家体制や既存の政策と整合性を保つための改変や調整を行い、それがプロジェク

トの制度デザインに大きな影響を与えていたことがわかったことである。例えば、インドネシア

の生態系修復コンセッション(ecosystem restoration concession)制度のように既存のコンセ

ッション制度を応用したり、ベトナムのPES（PFES: Payment for Forest Environmental Services）

のように、PESをベトナムの行政制度や資源開発政策と整合性を保つように改変したりしていた。

このような制度進化の径路依存性によって、当該政策の導入によって促される関連制度や方針

の改革が最小限に抑えられ、国家体制や既存の政策が維持強化された可能性がある。 

第3点は、一連の「資本化」過程において、中央・地方の官僚・コンサル・外国の技術者や企

業など、現場から遠く専門的な知識を駆使するアクターが、従来の資源管理に比べて大きな影響

力を握っていることがわかったことである。そして、このために、外部から読みにくい複雑な現

場情報よりも、上記の過程によって生み出された、デジタル化され読みやすく整理されたデータ

が優先される傾向にあることも明らかになった。 

第4点は、一連の過程に対する現場の混乱した状況が明らかになった点である。例えばベトナ

ムのPESに関する調査からは、一連の基盤整備によって支払に著しい不公平が生じるとともに、

先述した知識の保有状況の相違や制度的な不備も相まって、支払やその変動に関する合理性や

透明性を欠いたため、ときに住民間のコンフリクトも生むこともあったのである。ただし一方で、

カンボジアのREDD+の事例調査などから、適切な制度デザインと基盤整備の過程に影響力のある

アクターの姿勢次第では、そのような混乱がある程度抑えられる可能性があることもわかった。 

そして第5点は、事業や環境の情報、そしてこれらに関連する知識（炭素や環境サービスの概

念を含む）の多様性・偏在・権力性が、社会や制度的な条件と相まって、事業の実践を決定的に



左右する要因になっていることがわかったことである。一方で、事業や環境の情報・知識が現場

のアクターに共有されていないネガティブな状況が、逆に各アクターの自律性や交渉力を高め、

結果的に事業をより公平かつ民主的に進める可能性にも気がついた。ベトナムのPESでは、上述

のような様々な混乱が現場で生じていたが、そのなかで一部の住民や彼らに近い末端の地方役

人が不公平な状況を改善すべく、PESを独自に解釈することでその不公平さを訴え、当局と交渉

しようとする事例も見られたのである。 

以上の結果は、国家が事業の持つ市場や資本のレトリックを利用し、既存の制度を一部改変し

て体制に適合させることで、資源や環境、さらにはそこに住む人間の新たな統治技術を編み出し

てきていること、そしてその源泉が、「基盤整備」の過程で国家に付与された、GISや衛星画像

を駆使し対象を「俯瞰」する技術的能力や、自然の意味や価値を操作する政治的能力にあること

を示している。このような状況は、国家の政治体制などの影響を割り引く必要があるものの、途

上国が環境国家としての体制を整える際に、環境の支配から人への支配に転じやすいという佐

藤(2019)の主張を概ね裏付けている。一方で、現地社会の対応からは、このような新たな統治技

術がその精度や末端への浸透度等においていまだ大きな課題を抱えており、それが結果的に制

度の「スキマ」となって、現場の抵抗や交渉の余地を生みだす材料となっていることも伺える。

今後はこのような「支配」と「抵抗」のバランスがどのようにシフトするのかを明らかにしてい

く必要があろう。 

これまでのPES、REDD+や環境認証制度等に関する研究では、当該制度の自然や社会への影響に

主に焦点を当ててきたため、制度の効果を当該制度からの直接的影響に絞って分析することが

多かった。その結果、総じて自然にも社会にもネガティブな影響は生まれていないという議論も

ある（Angelsen et al. 2018）。しかし、本研究では、当該制度の基盤構築過程に焦点を当てて

いるため、他の制度や社会とのリンクや制度進化といった視点、または社会運動論のような制度

外からの抵抗や交渉といった視点を含めている。このような間接的影響に重きを置く新たな視

点によって、国家や国際社会が環境対策を通じて人への支配を強めているという、従来の議論と

は異なる批判的な主張を展開しているのが本研究成果の特徴となっている。 

これらの研究結果の一部は、すでに論文や書籍として公表されている。しかし、これらの多く

はまだ論文執筆の途上にあり、同時にこれらを総括する書籍も一部を除いて執筆途上にある。な

お、本研究におけるもう1つの成果として、国際ワークショップの開催や現地での共同調査によ

って、当該課題に関する現地研究者のネットワークを構築することができたことも挙げられる。

今後は未発表の研究成果の公表に取り組むとともに、これまでに培った東南アジアにおける研

究ネットワークを用いて、本研究をさらに拡張させた研究へとつなげていきたい。 
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